
平成３０年度役員会議事録      

       

開催日時 平成３０年６月２日（土）  １４：０５～１５：０５ 

開催場所 メルパルク京都４階 「蔦」 

出席者 髙木会長 犬伏副会長 山崎常任幹事 小林常任幹事 後藤常任幹事 

    園田幹事 阿久根幹事 角野会計監事  

    萩原顧問 佐藤顧問 松岡顧問 

 

髙木会長挨拶 

 日頃の活動と本日の出席に対する謝辞に加え、本日の総会出席者数が少ないことに触れ、何らか

の改善をして活気ある総会としたいので、この役員会で屈託のない意見を出して欲しいとの挨拶が

あった。 

  

引き続き議事に入った。 

議題１．総会に提案する議題の確認、承認 

 （１）第７期事業報告は、後藤常任幹事より資料（総会資料、以下同様）に基づき説明。第７期

の新規会員は４名。近江八幡水郷めぐりの散策会報告等。 

    質疑応答：散策会の参加人数は？ ８名。役員中心の参加なので、本日の総会も含め何ら

かの工夫が必要。（下記その他議題参照） 

    ゴルフコンペについて人数や報告有無について質問あり。園田幹事からの現状説明とＨＰ

に掲載されている旨返答。 

 （２）第７期決算報告は、小林常任幹事より資料に基づき説明。繰越金は、９０４，５７９円で

スタート。会費収入は、１１８名で１３５，０００円。支出では会員増強対策で会誌をプ

ラス７５部送付したので増加、次期繰越金は、８７４，２５７円で約４万円の減少等。 

    質疑応答：会費納入人数１１８名と金額１３５，０００円との関係について質問あり。未

納分を遡及して徴収しているためとの返答。 

    会費については減少傾向（注：納付率減）にあるので終身会費を設けても良いのではとの

意見あり。今後の役員会で議論したいので、意見があればメールで。 

    会計監査報告は、角野会計幹事より適正であった旨報告があった。 

    以上、第７期事業報告・第７期決算は、会計監査報告を併せて原案通り承認された。 

（３）役員改選 

   別紙に基づき髙木会長より提案。会長留任、後藤新副会長、橋本新常任幹事、阿久根新常

任幹事、松本新幹事。人数は一名増。 

    原案通り承認された。 

 （４）第８期事業計画は後藤常任幹事より資料に基づき説明。 

    散策会について、哲学の道や南禅寺の湯豆腐の案の説明があったが、松岡顧問より、洛東 

は地元のため、計画作成の申し出あり。また、来年春に鞍馬の雲珠桜と鞍馬温泉を推薦す

る旨の提案があった。 



また、事業計画で新年会は１月２６日（土）、総会６月２日（日）にする旨決定した。場所 

は本年と同じ。 

（５）第８期予算案は、小林常任幹事より資料に基づき説明。 

以上、第８期事業計画・第８期予算案は、原案通り承認された。 

 

  議題２．その他 

   会員増強について提案があり議論を行った。 

   会員増強と会の活性化を含めた議論となり、以下の様な意見が出された。 

   ・女性を中心に増強を図っては如何。 

   ・年度幹事を中心にしての会員増強を検討。但し、誰が年度幹事か分からないのが実情だが。 

   ・ＨＰの力を利用しての増強･･･｢つぶやき｣等、簡単にできる投稿の検討。ＨＰでの年度幹事

への呼びかけ。 

   ・クラス会便りへの助成金も検討しながら、クラス会メンバーの内、未加入者への働きかけ

や提出実績のない年度へのアプローチ。 

   これらに付いては役員会で今後議論していく。 

 

報告１．会員よりの投稿状況について 

その他報告として、犬伏副会長より、第７期中のＨＰへの投稿状況の報告があった。 

  クラス会便り ７件、エッセー ２件、詩歌 １件、ゴルフコンペ報告 １件、散策会報告 

１件  計１２件（昨年９件）。 

  併せて、ＨＰへ海外からのアクセスがあること、インクジェットの記事へのアクセスが多い 

ことが紹介された。 

 

以上をもって役員会は終了した。 

以上 

 

 役員会終了後の雑談の中で下記の話題があったので付記しておく。 

 ・ＨＰを見てもらうために、会誌でのＰＲが必要では。開き方等も含めて。 

 ・ＨＰへ個人の趣味の関係についても載せる方向で検討すれば。載せる範囲を拡げた方が良い。 

 ・クラス会便りへの助成金は５千円程度で良いのでは。 

 ・ＫＩＴの会誌の中で色染物質会のＨＰのＰＲを行えないか。 

 ・総会への興味を増すために、例えば講演会を行う等の工夫が必要では。 

 ・染色関係の集まりである｢鼎会｣（佐藤顧問が会長）では、講師を呼んで講演会を行っている。 

｢鼎会｣と情報交換を行っていけばよいのでは。また、｢鼎会｣の講演内容は、色染物質会のＨＰ 

に載せることは可能。面白い内容が多い。 


